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ご支援いただいた皆さまのご芳名につきましては、
徳島大学公式ウェブサイトにも掲載しております。
徳島大学では、学生の修学や課外活動等が充実し
ていくよう引き続き学生に寄り添い支援していきま
す。今後も、徳島大学の取組および徳島大学基金
の充実にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

〈五十音順 〉

　皆さまには、平素から徳島大学の教育、研究、社会との共創活動に対しまして様々
なご理解・ご支援を賜り、誠にありがとうございます。
　徳島大学は、未来を見据え、現在までに培ってきた知と人の財産を継承し、新し
い時代と社会の課題に応えうる教育・研究の充実を図って参ります。徳島大学が将
来にわたり「人、地域をはぐくみ未来をつくる」活動を精進していくには、長期的に
安定した財産基盤の強化、基金の充実が不可欠です。教職員はもとより、卒業生、
学生の父母等の皆さまをはじめ、個人、企業、団体などの皆さまにおかれましては、
温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2024年1月から3月までの間に、徳島大学基金にご寄付いただいた皆さまのご芳名を紹介させていただきます。
ご支援、誠にありがとうございました。

徳島大学基金
寄付者のご紹介

申込方法、税制上の
優遇措置など、詳しく
はこちら

ご 寄 付 を 頂 い た 皆 さ ま

【お問合せ先】 徳島大学総務部未来創造課   
Tel ： 088-656-9979    E-Mail ： dosokikink@tokushima-u.ac.jp

徳大広報とくtalk No.196をお読みいただきありがとうございます。
ご意見ご感想は下記アンケートにお寄せください。

また、とくtalk誌面への広告掲載のご要望は、下記問い合わせ先までご連絡ください。
発行:  徳島大学総務部未来創造課  〒770 - 8501 徳島市新蔵町2-24 
Tel： 088-656 -7646   E-mail: koho@tokushima-u.ac.jp  
URL: https://www.tokushima-u.ac.jp/about /publicity/ toku_talk
発行日: 2024年7月 本誌は年4回（4月、7月、10月、1月）発行

編 集 後 記 　　                       生物資源産業学部 講師  石丸 善康

　今号の特集では、「徳島大学の防災」をテーマに、地域の防災と環境保全の取組を

紹介しました。徳島大学環境防災研究センターは、防災士養成講座や四国防災・危機

管理プログラムを実施し、防災力向上に貢献しています。「とくしま大学環境防災 Café」
や FM徳島の「防災 Café」では、身近な話題から防災意識を高める取組が行われて
います。また、学生による徳大防災サークル「てくと」も活動中です。近年の地震や自

然災害を受けて地域の安全意識が高まり、防災知識の学びと情報発信・共有が重要に

なっています。徳島大学は地域と連携し、強固な防災体制の構築に努めています。今

後とも、教職員や学生の活動へのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
とくtalk
バックナンバー

アンケートは
こちら

中高生のためのロボットチャレンジ
SMART2024
－目標金額を達成しました－

　未来創造基金としていただいたご寄付は、学生の課外活動や経済支援、教
育研究環境の整備、若手研究者への支援及び社会連携の推進などに活用し
ます。皆さまのご厚志により、地域社会に貢献できる人材育成に取り組み、研究
力をますます強化できる徳島大学の中核となる基盤的な基金としての拡充を目
指しています。
　徳島大学へのご寄付のお申込や税制上の優遇措置については、下記「徳島
大学基金プロジェクトサイト」からご確認ください。

　中四国の中高生が参加し、地域の人材育成と活性化を目的とした自律移動
型ロボットの大会SMART（Smart Mobile & Autonomous Robot Tournament）
を運営する、大学院創成科学研究科、安野・鈴木研究室の学生たちが、大会
の運営資金をクラウドファンディングで挑戦し、目標金額を達成しました。大会や
モノづくりを通じて、中高生にやりたいことが実現する喜びや、出来なかったとき
のくやしさやもどかしさなど、その醍醐味を味わって欲しい、チームで何かを作り
上げる自由と楽しみを体験してもらいたいと、学生たちは2000年からこの大会
運営を続けています。今年は、8月3日(土)、愛媛県四国中央市で開催します。た
くさんのご支援、ありがとうございました。

未来創造基金
プロジェクトサイト

クラウドファンディング
ページ

徳 島 大 学 基 金 の 取 組

未来創造基金
－使い道を徳島大学に委ねていただくご寄付です－
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徳
島
大
学
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
は
、
環
境
・
社
会
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
研
究
や
取
組
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
理
念
に
2
0
0
4

年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
学
内

外
の
幅
広
い
学
術
分
野
が
連
携
し
、
地

域
の
防
災
と
環
境
保
全
の
研
究
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
県
内

の
行
政
機
関
や
企
業
、
他
大
学
等
と
の

連
携
・
協
働
に
よ
り
、
人
材
育
成
や
市

民
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
の

国
立
大
学
の
使
命
と
し
て
、
地
域
に
寄

り
添
い
、
信
頼
さ
れ
る
こ
と
、
例
え
自

然
災
害
に
あ
っ
て
も
大
学
と
地
域
の
持

続
可
能
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
事
前

準
備
と
対
応
策
、
関
係
性
を
構
築
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
気
候
温
暖
化

等
に
伴
う
環
境
変
動
・
自
然
災
害
の
対

策
強
化
が
一
層
求
め
ら
れ
る
中
で
、
当

セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
よ
り
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。　
　

こ
こ
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
取
組
の

一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

徳
島
大
学
の
防
災

環境防災研究センター センター長 

蒋 景彩 （じゃん じんさい）

理工学部 1年 
プロジェクトリーダー 

齊藤 大河 
（さいとう たいが）

防
災
士
養
成

本
学
で
は
、（
特
非
）
日
本
防
災
士
機

構
の
認
証
を
受
け
て
防
災
士
養
成
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
本
講
座
で

は
、
社
会
の
様
々
な
場
で
の
防
災
や
災

害
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
を
習
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
学
生
と
社
会
人

が
4
か
月
に
わ
た
り
一
緒
に
学
ぶ
長
期

講
座
と
、
2
日
間
の
短
期
講
座
は
、
徳

島
県
と
本
学
が
連
携
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
修
了
生
に
は
「
防
災
士
資
格

取
得
試
験
」
の
受
験
資
格
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
2
0
0
7
年
か
ら
防
災
士

養
成
講
座
を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
約

4
4
0
0
人
が
防
災
士
資
格
取
得
試

験
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
危
機
管
理
の
専
門
家
養
成

　

社
会
人
や
大
学
院
生
な
ど
を
対
象
に

2
0
1
3
年
よ
り
「
四
国
防
災
・
危
機

管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
災
害
時
の

適
切
な
判
断
や
意
思
決
定
、
復
旧
・
復

興
対
応
と
い
っ
た
よ
う
に
、
組
織
に
お

い
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

専
門
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
香
川
大
学
と
本
学
が
共
同
で
実
施

し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
受
講
と
な
る
た
め
、
大
学
に
通
学

せ
ず
職
場
や
自
宅
か
ら
の
受
講
が
可
能

で
す
。
修
了
生
に
は
民
間
資
格
の
「
災

害
・
危
機
管
理
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
が
授

与
さ
れ
ま
す
。

と
く
し
ま
大
学
環
境
防
災C

afé

環
境
と
防
災
の
両
面
か
ら
地
域
の
安

全
・
安
心
や
持
続
可
能
性
を
考
え
る
場

と
し
て
、
毎
月
1
回
、
平
日
の
18
時
〜

20
時
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー

の
教
員
2
名
が
最
新
の
調
査
研
究
や
取

組
に
つ
い
て
話
題
を
提
供
し
、
参
加
者

全
員
で
意
見
交
換
す
る
時
間
も
あ
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

で
、
年
度
末
の
み
対
面
で
開
催
予
定
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
リ
モ
ー
ト
開
催

と
な
っ
て
以
来
、
県
外
か
ら
も
ご
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

F
M
徳
島
防
災C

afé

F
M
徳
島
の
ラ
ジ
オ
番
組「T-Joint 

W
EEK

EN
D

」
内
の
コ
ー
ナ
ー
「
防

災 C
afé

」（
毎
週
金
曜
17
時
45
分
〜
18
時
）

で
は
、
防
災
士
の
資
格
を
持
つ
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
ー
・
土
橋
琢
史
さ
ん
が
、
防

災
に
関
す
る
身
近
な
話
題
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が

専
門
家
と
し
て
ゲ
ス
ト
出
演
し
て
い
ま

す
。
放
送
後
はPodcast

で
も
配
信
さ

れ
ま
す
の
で
、
県
外
在
住
の
方
も
お
聞

き
い
た
だ
け
ま
す
。

四
国
防
災
八
十
八
話
マ
ッ
プ

四
国
に
残
る
災
害
に
関
す
る
言
い
伝

え
や
体
験
談
な
ど
を
ま
と
め
た
四
国
防

災
八
十
八
話
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
地
域

防
災
へ
役
立
て
て
も
ら
え
る
よ
う
に

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
で
昔
ど
ん
な
災
害

が
あ
っ
た
の
か
を
知
っ
て
備
え
て
お
く

こ
と
は
防
災
の
基
本
で
す
。
電
子
デ
ー

タ
は
環
境
防
災
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
す
。

環境防災研究センター
ホームページ

設立20周年記念
シンポジウムを開催しました

設立20周年記念シンポジウムの様子

四国防災・危機管理プログラムの様子

四国防災八十八話マップはこちら

大
学
の
取
組

研
究
ク
ラ
ス
タ
ー

徳
島
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
の
た

め
の
研
究
ク
ラ
ス
タ
ー
に
防
災
の
分
野

か
ら
「
大
規
模
災
害
か
ら
の
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
避
難
（
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
避
難
）
の
実
現
」
が
選
ば
れ
、
分
野

を
越
え
た
複
数
の
研
究
者
ら
が
チ
ー
ム

を
組
織
し
、
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
①
地
震
発
生
時
に
都
市
全

体
の
建
物
被
害
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
予

測
し
、
重
要
施
設
や
道
路
の
被
害
状
況

な
ど
を
瞬
時
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
緊

急
支
援
や
復
興
に
活
か
す
た
め
の
研

究
、
②
防
潮
堤
な
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
全
く
新
し
い
点
検
・
診
断

シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
③
高
齢
者
を
は
じ

徳
大
防
災
サ
ー
ク
ル
「
て
く
と
」

自
身
が
被
災
し
た
、
授
業
で
興
味
を

持
っ
た
な
ど
、
思
い
は
様
々
な
れ
ど
、

防
災
に
つ
い
て
学
び
た
い
・
広
め
た
い

と
い
う
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
て
4
月
に

発
足
し
た
「
て
く
と
」。
現
在
1
、
2

年
生
6
人
で
、
主
に
週
1
回
常
三
島

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
活
動
中
。
今
後
は
、

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
防
災

め
と
す
る
要
配
慮
者
が
実
施
可
能
な
避

難
方
法
や
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
研
究
、
④
現
実
世
界
を
V
R
╱

A
R
技
術
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
化
し
、

リ
ア
ル
な
災
害
・
避
難
疑
似
体
験
を
提

供
す
る
研
究
を
行
い
、
災
害
に
強
い
ま

ち
・
ひ
と
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
4
年
1
月
1
日
に
発

生
し
た
「
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
」

で
は
、
人
口
減
少
地
域
の
山
間
部
で
強

い
揺
れ
と
津
波
、
さ
ら
に
は
液
状
化
や

山
崩
れ
に
よ
る
道
路
の
寸
断
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
途
絶
が
発
生
し
ま
し
た
。
能

登
半
島
と
徳
島
県
は
地
形
や
社
会
状
況

に
類
似
点
が
多
く
、
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
備
え
に
活
か
す

た
め
に
、
能
登
半
島
地
震
の
現
地
調
査

も
実
施
し
、
教
訓
を
活
か
す
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。

グ
ッ
ズ
の
考
案
、
ま
た
賛
同
い
た
だ
け

る
企
業
と
も
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
齊
藤
さ
ん
。「
防
災
グ
ッ
ズ
が
揃

わ
な
く
て
も
、
簡
単
に
手
に
入
る
も
の

で
代
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
知
識

が
あ
る
だ
け
で
自
分
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
活
動
を
通
じ
て
た
く
さ
ん

の
人
に
広
め
て
い
き
た
い
で
す
」。

教
員
の
研
究

学
生
の
取
組

災害時の建物被害リアルタイム予測

能登半島地震（石川県珠洲市内）
調査時の様子

五月祭でVR避難訓練を学生に体験し
てもらっている様子

研究クラスター
ホームページ

五月祭での活動報告
　新入生歓迎交流イベントでブース

を構え、来場者に向けて防災備蓄部

品の紹介を行いました。「防災バックを

持ってみよう」「段ボールベッドに座っ

てみよう」等体験型の紹介に、たくさん

の方に興味を持っていただきました。

特
集

活動の様子
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アーキアの遺伝情報伝達に関わるRNA関連酵素を分子レベルで解き明かすことを目指す平田研究室の
みなさん。最近では有用微生物も徳島県内で探索中のこと。

『SPring-8』でクライオ電子顕微鏡
単粒子解析のため、凍結グリッド作
製。この工程が肝心だそうです。

研究室のサイトにはイエローストーン国立公園のモーニング・グ
ローリー・プールの写真が。ここは好熱菌の研究者にとって聖
地のような場所で、平田先生自身も訪れたことがあるそう。

実験に用いるのは鹿児島県の小宝島の海
底火山の噴出孔で単離された超好熱アーキア
「Thermococcus kodakarensis」。超好熱
菌研究ではメジャーなアーキアだそうです。

超好熱アーキアThermococcus kodakarensis 
RNAポリメラーゼのX線結晶構造。10年の歳月を経て決定。

大学公式Xでは、引き続き、学生に向けた防災についての情報や注意喚起を
発信予定です。右記QRコードよりフォローしていただき、防災知識の向上に
役立ててください。また、周りの大切な人たちにも共有してあげてください。

① 防災に興味関心を持つこと
② 徳島の自然の恵みを大いに楽しみ、災害にあっても
      命を守ることができる防災の基本的な知識、備え、
      行動を身につけること

● 防災手帳を携帯しよう
本人情報、家族・友人の連絡先を

記入しましょう。

徳島市に指定されている学内の避難所、避難場所

研究室へよ
う
こ
そ
﹇
取
材
﹈

　高温環境で生息する超好熱菌を通して、生命の起源や進化

を解明する手がかりを掴もうと研究に取り組む平田先生。「生物

は真正細菌とアーキア・真核生物の3つに分岐して進化していま

す。アーキアとヒトをはじめとする真核生物は同じ祖先から分岐し

たため、遺伝情報伝達に関わる仕組が似ています。また、アーキ

アを研究することで生命の起源や原始地球の高温環境下で生

物がどのように進化してきたのかが分かるのではないかと考えてい

ます」。

　アーキアにもいろいろな種類がありますが、実験に用いるのは

原始生命体に近いと推測される超好熱アーキア。「世の中にあ

る形のあるものは、何かの働きをするためにその形状になってい

る。その逆も真なり」という構造生物学の理論のもと、目に見えな

い分子の形を可視化し、その分子の機能と役割を探ります。

　解析には生化学解析と構造生物学解析、遺伝学解析の3つ

の手法を用います。中でも平田先生が得意とするのは、構造を解

く構造生物学解析。遺伝情報の伝達に関わるタンパク質の反

応メカニズムや関与するアミノ酸残基を分子構造で見て分かるよ

うになり、関係性をイメージできるようになりました。

　平田先生が学部生の頃は酵素活性を数値化するしか変化を

知ることができず、「何が起きているのか、構造を見てみたい！」と

いう強い思いで研究を続け、現在のような立体構造解析へとた

どり着いたといいます。2008年と2014年にはRNAポリメラー

ゼ（RNAP）という遺伝情報のDNAをRNAに変換する酵素の

構造を初めて決定し、2種類のアーキアRNAP自体がどのよう

な形でRNAを合成するのか、他の仕組みとあわせて学術雑誌

『Nature』と『Nature Communications』で紹介されました。

　現在、AI、X線結晶構造およびクライオ電子顕微鏡単粒子解

析といった新しい技術により、立体構造解析を用いた研究が進

んでいます。実験のため、学生も大型放射光施設『SPring-8』

へ行くことができます。「自分のサンプルは責任持って自分で測定

する。実験で自分が見つけた結果を学会で発表して、いろんな人

とシェアして、シェアできたことに喜びを感じてもらいたい。その楽

しさや喜びに行き着くためには、実験を完遂する忍耐力も必要で

す。学生時代の研究を自身の研鑽にも役立ててほしい」という平

田先生。

　2020年、徳島大学への着任をきっかけに地元の高校生も交

え、徳島ならではの急傾斜地農法に関わる新たな微生物探索も

始まっているので、興味のある人はぜひ研究室を訪ねてみてくだ

さい。

超好熱菌のRNA関連酵素の構造から機能を解明し、
生命起源と進化の謎に迫る！
理工学部 准教授  平田 章（ひらた あきら）研究室

徳
島
大
学
周
辺
の
災
害
に
つ
い
て

本
学
は
徳
島
市
内
に
常
三
島
・
蔵
本
・

新
蔵
の
3
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
い
ず
れ
も
吉
野
川
の
氾
濫
平
野
に

位
置
し
、
周
辺
に
は
小
さ
な
支
川
が
多

く
流
れ
て
い
る
た
め
に
豪
雨
時
に
洪
水
に

よ
る
浸
水
リ
ス
ク
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

お
い
て
は
震
度
7
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、

特
に
常
三
島
キ
ャ
ン

パ
ス
は
沿
岸
部
に
近

く
津
波
に
よ
る
浸
水

リ
ス
ク
も
高
い
場
所

で
す
。
自
分
の
家
の

立
地
特
性
や
災
害
リ

ス
ク
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
な
ど
で
確
認
す
る

と
と
も
に
、
最
低
3

日
分
の
備
え
を
お
願

い
し
ま
す
。
基
本
的

な
こ
と
で
す
が
、
耐

震
基
準
を
満
た
し

た
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、

家
具
の
固
定
を
徹
底

す
る
等
、
命
を
守
り

ケ
ガ
を
す
る
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に

備
え
て
く
だ
さ
い
。
災
害
時
は
医
療
や

緊
急
機
関
も
麻
痺
し
て
お
り
、
す
ぐ

に
は
助
け
や
治
療
が
で
き
ま
せ
ん
。
自

助
・
共
助
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

今
日
か
ら
で
き
る
防
災
対
策

学生の皆さんへのお願い 
－安全安心に学生生活を送るために－

● 安否確認メール訓練に参加しよう　
災害発生後、「徳島大学構成員安否確認メール」により、学生、教職員の安全を確
認しています。必ずURLをクリックして安否状況を送信しましょう。安否確認メールは、
Cアカウントメールに送信されますが、いつでもすぐに返信ができるようにスマートフォン
などへの転送設定も事前に行ってください。

⇒ 安否状況の回答がない場合、ご家族から安否の問い合わせがあっても対応するこ
とができません。皆さんの早期の対応が大学のよりよい復興へと繋がっていきます。

ダウンロードは
こちらから
（徳島大学公式HP）

徳島大学
公式 X

キャンパス

常三島

蔵本
新蔵

火災
〇

〇

〇

〇

〇

地震
〇

〇

〇

〇

津波
〇

〇

〇

〇

〇

洪水
〇

〇

〇

〇

〇

高潮
〇

〇

〇

〇

〇

土砂
〇

〇

〇

〇

〇

避難所

共通講義棟3、4階＊

体育館3階＊＊＊

地域創生・国際交流会館
3、4、5階＊

体育館2階＊＊

日亜会館3階＊

※大きな地震があったらどの建物でもいいので
まずは3階以上に避難しましょう！

常三島キャンパス
地震・津波 水害 高潮

新蔵キャンパス

蔵本キャンパス

⇒ スマートフォンの電源が切れた
時の想定をしておきましょう!

特 集   徳島大学の防災

＊：緊急避難場所、 ＊＊：避難所、 ＊＊＊：緊急避難場所＋避難所

震度7　 津波浸水深 ： 0.5～3m 洪水浸水深 ： 3～5m

震度7　 津波浸水深 ： 0.5～3m 洪水浸水深 ： 0.5～3m

震度6強 津波浸水深 ： 0.5m未満 洪水浸水深 ： 0.5～3m

高潮浸水深 ： 3～5m

高潮浸水深 ： 0.5～3m

高潮浸水深 ： 0.5～3m

※津波・水害・高潮は「重ねるハザードマップ（国土交通省）」を参照   ※震度は「南海トラフ巨大地震による震度分布図（徳島県）」を参照
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最先端研
究
探
訪
﹇
取
材
﹈

治
療
薬
を
標
的
部
位
に
運
ぶ

ナ
ノ
D
D
S
技
術
を
開
発

金
沢
先
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

は
、
治
療
薬
を
標
的
部
位
に
運
ぶ
ナ
ノ

D
D
S
（
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー
シ
ス
テ

ム
）
技
術
の
開
発
で
す
。

今
年
4
月
に
薬
業
界
最
大
の
専
門
紙

「
薬
事
日
報
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た

研
究
な
の
で
、
そ
の
記
事
を
ご
覧
に

な
っ
た
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

金
沢
先
生
は
主
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
A
L
S

な
ど
脳
神
経
系
の
疾
患
の
治
療
を
目
的

に
、
治
療
薬
の
運
搬
体
に
よ
る
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

脳
に
治
療
薬
を
送
る
過
程
で
一
番
の

課
題
は
〝
送
達
経
路
〞
で
す
。
脳
神
経

系
疾
患
の
治
療
薬
は
こ
れ
ま
で
血
管

を
介
し
た
手
法
が
模
索
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
血
管
を
通
じ
て
脳

に
薬
を
届
け
る
に
は
、
血
液
脳
関
門

と
い
う
バ
リ
ア
を
突
破
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

血
液
脳
関
門
は
毛
細
血
管
の
内
皮
細

胞
が
緊
密
に
結
合
し
、
が
っ
ち
り
と
隙

間
な
く
ガ
ー
ド
し
て
い
る
状
態
。
脳
を

有
害
な
物
質
や
病
原
体
か
ら
保
護
す
る

役
割
の
あ
る
血
液
脳
関
門
で
す
が
、
こ

こ
を
通
過
す
る
方
法
は
ま
だ
見
つ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。

「
当
時
、
血
液
脳
関
門
を
突
破
す
る
た

め
の
研
究
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、血
管
を
介
さ
ず
鼻
か
ら
脳
へ
ダ

イ
レ
ク
ト
に
繋
が
る
ル
ー
ト
が
あ
る
と

い
う
論
文
を
見
つ
け
、ラ
ッ
ト
を
使
っ
て

経
鼻
投
与
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
」。

経
鼻
投
与
に
切
り
替
え
て
実
験
し
て

み
る
と
劇
的
に
治
療
効
果
が
出
て
、
送

達
ル
ー
ト
を
変
え
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア

に
行
き
着
い
た
金
沢
先
生
。

「
鼻
粘
膜
に
は
脳
と
つ
な
が
る
嗅
覚

神
経
と
三
叉
神
経
が
あ
り
点
鼻
薬
を

打
つ
と
脳
に
届
き
や
す
く
、
血
管
に
注

射
す
る
場
合
と
比
べ
、
劇
的
に
脳
に
薬

物
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
、
D
D
S

の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
経
鼻
投
与
は

あ
り
だ
と
思
い
ま
し
た
」。

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
ポ
イ
ン
ト
は

カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の
実
験

こ
の
研
究
に
お
け
る
「
一
番
の
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
ポ
イ
ン
ト
」
と
振
り
返
る
の

が
、
2
0
2
1
年
の
A
M
E
D
の
事

業
支
援
を
受
け
て
行
っ
た
カ
ニ
ク
イ
ザ

ル
の
実
験
で
す
。

人
と
比
較
的
近
い
大
型
の
霊
長
類
で

も
同
じ
よ
う
な
結
果
が
出
る
か
、
カ
ニ

ク
イ
ザ
ル
で
の
経
鼻
投
与
実
験
を
行

い
、
脳
へ
薬
を
送
達
で
き
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
ま
し
た
。

投
与
量
や
送
達
効
率
の
向
上
と
い
っ

た
新
た
な
課
題
も
見
つ
か
り
、
今
後
は

動
物
疾
患
モ
デ
ル
を
使
っ
て
、
治
療
効

果
を
発
揮
す
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
点

自
宅
で
投
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

患
者
に
優
し
い
医
薬
品
の
開
発
も
私
が

目
指
す
テ
ー
マ
で
す
」。

点
鼻
の
液
量
は
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
高
含
有
な
噴
霧
体
製
剤
の
作
り
込

み
な
ど
、実
現
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
ハ
ー

ド
ル
は
あ
り
ま
す
が
、
ナ
ノ
D
D
S
技

術
の
開
発
は
難
治
性
疾
患
の
治
療
が
可

能
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
明
る

い
兆
し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

研
究
を
後
押
し
す
る

D
D
S
研
究
セ
ン
タ
ー
や

研
究
ク
ラ
ス
タ
ー

金
沢
先
生
が
徳
島
大
学
の
薬
物
治

療
分
野
に
着
任
し
た
の
は
昨
年
7
月
。

徳
島
大
学
の
薬
学
部
で
研
究
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
を
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
徳
島
大
学
で
D
D
S
研
究
を
行
っ

て
い
る
、
小
暮
健
太
朗
教
授
（
衛
生
薬

学
分
野
）、
石
田
竜
弘
教
授
（
薬
物
動
態
制

御
学
分
野
）、
立
川
正
憲
教
授
（
創
薬
理

論
化
学
分
野
）
に
よ
っ
て
、
昨
年
、
医
歯

薬
学
研
究
部
に
設
立
さ
れ
た
『
D
D
S

研
究
セ
ン
タ
ー
』
に
、
私
た
ち
の
研
究

室
も
参
画
し
、
計
4
研
究
室
に
よ
る
革

新
的
な
D
D
S
研
究
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
D
D
S
技
術
に
強
い
研
究
者
が

こ
れ
だ
け
揃
っ
た
大
学
は
全
国
的
に
み

て
も
珍
し
く
、
し
か
も
そ
の
研
究
室
間

で
、
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
研
究
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
に
も
な
い
の
で

も
検
証
し
て
い
く
考
え
で
す
。

運
搬
体
ナ
ノ
粒
子
も
よ
り
高
性
能
に

経
鼻
投
与
と
い
う
送
達
ル
ー
ト
に
見

合
っ
た
運
搬
体
の
開
発
、
改
良
も
進
ん

で
い
ま
す
。

カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の
実
験
で
は
、
遺
伝

性
疾
患
の
治
療
な
ど
で
使
用
さ
れ
る
ア

ン
チ
セ
ン
ス
オ
リ
ゴ
核
酸
を
、
ブ
ロ
ッ

ク
コ
ポ
リ
マ
ー
と
脂
肪
酸
修
飾
膜
透
過

性
ペ
プ
チ
ド
を
共
集
合
化
さ
せ
た
ナ
ノ

粒
子
に
入
れ
て
投
与
し
、
成
功
し
ま
し

た
。
今
後
は
さ
ら
な
る
性
能
や
精
度
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
例
え
ば
認
知
症
だ
っ
た
ら
、
海
馬

や
そ
の
周
辺
の
弱
っ
た
神
経
細
胞
に

ス
ー
ッ
と
行
っ
て
、
そ
こ
だ
け
修
復
す

る
。
認
知
症
に
関
係
な
い
正
常
な
脳
組

織
に
は
影
響
し
な
い
、
部
位
選
択
性
の

よ
う
な
機
能
を
ナ
ノ
粒
子
に
つ
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」。

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
、一
つ
の
目
的
に
向
か
っ

て
い
ろ
ん
な
分
野
の
先
生
が
集
ま
っ
て

研
究
を
す
る
『
徳
島
大
学
研
究
ク
ラ
ス

タ
ー
』
も
あ
り
、
私
が
ク
ラ
ス
タ
ー
長

を
務
め
る
研
究
が
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ク
ラ
ス
タ
ー
に
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
臨
床
の
先
生
方
と
連
携

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
な
か

な
か
実
現
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
徳
島
大
学
に
来
て
す
ぐ
に
産
学

連
携
の
担
当
の
方
か
ら
脳
神
経
系
の
研

究
を
し
て
い
る
医
学
部
の
和
泉
先
生
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
和
泉
先
生
は

脳
神
経
系
の
先
生
で
、
特
に
A
L
S

を
中
心
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
1
人
、
遺
伝
医
学
分

認
知
症
は
海
馬
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

は
黒
質
線
条
体
、
A
L
S
は
脊
髄
と
、

疾
患
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
組
織
が

異
な
る
た
め
、
疾
患
部
位
ご
と
の
特
異

的
な
送
達
方
法
に
つ
い
て
も
運
搬
体
の

研
究
と
共
に
進
め
る
予
定
で
す
。

点
鼻
薬
で
認
知
症
治
療
！？

患
者
に
優
し
い
医
薬
品
開
発
を
目
標
に

具
体
的
な
経
鼻
投
与
の
方
法
は
、
鼻

の
粘
膜
に
シ
ュ
ッ
と
吹
き
付
け
る
点
鼻

薬
の
よ
う
な
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

ま
す
。

「
鼻
粘
膜
ま
で
届
け
ば
、
ナ
ノ
粒
子

自
身
の
力
で
粘
膜
か
ら
脳
に
移
動
し
、

送
達
で
き
る
と
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
の
実
験

で
大
体
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
い

う
デ
バ
イ
ス
を
用
い
る
か
は
今
後
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
が
、
点
鼻
薬
で
認
知

症
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
治
療
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
患
者
さ
ん
ご
自
身
が

野
の
森
野
先
生
と
も
繋
い
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
森
野
先
生
は
病
気
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
遺
伝
子
（
変
異
遺
伝
子
）

を
見
つ
け
る
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
部
局
を
越
え
た
連
携
が
し

や
す
い
環
境
に
あ
る
の
が
徳
島
大
学
の

強
み
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

い
ま
だ
有
効
な
治
療
法
の
な
い
神
経

変
性
疾
患
。
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
こ
れ
ま
で
困
難
と
さ
れ
て
き
た
課
題

に
別
の
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、
治
療

法
の
開
発
と
実
用
化
へ
向
け
た
研
究
が

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
進
行
し
て
い
ま
す
。

臨床ニーズの高い難治性疾患に対する
革新的な薬物治療システムの開発を目指して
薬学部 教授  金沢 貴憲（かなざわ たかのり）

学生もこうした最先端の研究に関わることができます。金沢先生がこの研究を始めたのは約15年前。東京薬科大学で学位を取得後、約10
年間スタッフ教員として研究を行っていた際に、テーマの一つとしてDDS技術の開発
が含まれていたそう。その後、日本大学薬学部の薬物の輸送動態を解析する先生か
ら声がかかり、日本大学では脳神経系のDDS技術メインで研究。その後社会実装可
能な医薬品開発のためにナノ粒子の精度・品質を高めたいと、静岡県立大学薬学部
の創剤科学研究室へ。各大学で脳神経系の疾患治療に繋がる技術や知見を吸収
し、2023年7月に徳島大学薬学部へ。

インキュベーションクラスターに選出された「異常タンパク質の凝集・伝播を標的とする中枢神経変性疾患に対する革新的な核酸医薬シーズの開発（2023-2025）」

薬物治療学分野の
研究室ホームページ

DDS研究センター
ホームページ
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多
様
な
考
え
方
の
あ
る
経
済
学
を
通
し
て

様
々
な
角
度
か
ら
物
事
を
考
え
る
素
地
を
養
う

【
生
物
資
源
経
済
学
Ⅱ　

対
象
：
生
物
資
源
産
業
学
部
2
年
生
】  

生
物
資
源
産
業
学
部 

講
師  

橋
本 

直
史 

（
は
し
も
と 

な
お
し
）

①松林さん（写真前列中央）と一緒に活動するLIP運営メンバー（inマツシゲート） 
②LIP運営メンバーで合宿！（in神山） ③学生交流キャンプイベント（inマツシゲート） 
④AWA-SONIC実行委員の企画合宿（in椿町）

水泳部では夏に向け、
中四国大会などの大会へ
出場予定。
部員募集中です！

橋本先生は食品流通に関する授業も担当しているため、関連授業として選択
している学生もいるそう。この日、配布されたプリントには哲学者 内山節さん
の新聞コラムが載っていて、「誇りを持って働き、誇りをもって生きる世界」を目
指し、「地域づくりに関わる仕事がしたいと考える人」が増加傾向にあると紹介
されていました。後半のテーマ「地域経済」の序文的な内容であるとともに、学
生たちが将来を考える際のヒントにもなる話で、こうしたコラム一つからも経済
学への興味を誘発する工夫が感じられます。

部活や研究に情熱を注ぎ、有意義な学生生活を送っている様子を取材しました。

　徳島県内4大学（徳島大学、鳴門教育大学、四国大学、徳島文理大学）の学生に

よるエンターテイメントコミュニティ『LIP』の創設メンバーとして運営に携わる松

林さん。

　大学生同士の交流イベントを中心に、学生ならではの視点を活かし、自治体

や企業などとのコラボ企画や委託事業も手がけています。

　現在、夏フェス『AWA-SONIC2024』の開催に向け、実行委員として活

動しています。自ら動き、思いをカタチにする起業家精神が芽生えたのは、高校

生の頃のカナダ留学がきっかけ。そこで出会ったコーヒーショップを経営してい

る日系人の起業話に影響を受け、大学入学後は社長や起業家の話を聞きに

行くなど積極的に行動し、新しいモノやサービス、世の中にない価値を生み出

すことに夢中になっていきました。

　その集大成ともいえるAWA-SONIC。「8月31日（土）に小松海岸で開催

します。実行委員も募集中なので、まずはインスタを見てみてください」。

　昨年8月に開催された「第75回西日本医科学生総合体育大会」の水泳に

出場し、背泳ぎで優勝した三久さん。100m、50ｍともに大会新記録での優勝

を成し遂げ、今年の活躍も期待されています。

　三久さんが水泳を始めたのは小学生の頃。高校を卒業したら辞めようと思っ

ていたそうですが、新歓で出会った水泳部の先輩たちの楽しそうな様子に、入

部を決意。徳島大学には常三島と蔵本にそれぞれ1つずつ、2つの水泳部があ

るのですが、その両方に所属。主には練習時間の多い常三島水泳部で活動し

ながら、蔵本水泳部では同じ学部の先輩や友人との繋がりを大切に、今年度

も大会で好成績を残せるよう、切磋琢磨しています。

　同じ水泳部とはいえ、2つを掛け持ちするのは大変そうですが、今のところ勉

強との両立も図れているそう。「将来どの分野の医師になるか、まだ決めていま

せんが、2年生になって専門的な科目も増えてきたので、新しいことを学ぶ中で

考えていきたい。勉強も部活も楽しみたい」と抱負を語りました。

総合科学部 社会総合科学科 4年 松林 永和 （まつばやし とわ）

医学部 医学科 2年 三久 翠子 （みきゅう すいこ）

1000人の大学生が集結!?　
夏フェス『AWA-SONIC2024』
開催決定

西医体の水泳 背泳ぎで優勝！
2つの水泳部が後押し

常三島キャンパス

蔵本キャンパス

LIP Instagram

水泳部（常三島）
Instagram

AWA-SONIC2024 
Instagram

水泳部（常三島）  X

生
物
資
源
産
業
学
部
の
講
義
の
ほ
と

ん
ど
が
理
系
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
珍

し
い
文
系
の
授
業
。
多
様
な
考
え
方
の

あ
る
経
済
学
を
、
大
き
く
3
つ
の
観
点

か
ら
学
ん
で
い
き
ま
す
。

授
業
の
前
半
は
市
場
経
済
の
長
所
と

短
所
を
、
中
盤
は
資
本
主
義
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
後
半
は
人
間
関
係
や
協
働

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
生
物
資
源
・
地

域
経
済
を
テ
ー
マ
に
、「
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
を
経
済
と
い
う
視
点
か
ら
見
る

と
…
」
と
、
自
ら
考
え
る
力
を
養
う
の

が
目
的
で
す
。

取
材
に
伺
っ
た
の
は
中
盤
、
第
7
回

「
資
本
主
義
経
済
論 

①
」。
中
世
は
封

建
制
度
の
下
、
農
業
中
心
の
経
済
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
産
業
革
命
に

よ
り
工
業
化
が
進
展
す
る
と
、
工
場
で

働
く
労
働
者
が
多
数
存
在
す
る
経
済
構

造
へ
と
転
換
。
農
村
か
ら
都
市
へ
と
人

が
流
れ
、
お
金
の
た
め
、
仕
事
の
た
め

に
働
く
よ
う
に
な
り
、「
商
品
の
価
値
」

で
は
商
品
自
体
の
有
用
性
と
、
そ
れ
を

生
み
出
す
ま
で
の
手
間
と
コ
ス
ト
が
加

わ
る
よ
う
に
な
っ
た
仕
組
み
と
歴
史
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

受
講
生
は
86
人
。
う
ち
35
人
が
必
須

科
目
で
す
が
、
そ
の
他
の
学
生
は
自
由

選
択
で
す
。
多
く
の
受
講
生
が
こ
の
授

業
を
選
択
し
て
い
る
の
は
、
橋
本
先
生

が
テ
ス
ト
に
出
題
さ
れ
る
部
分
も
明
確

に
示
し
、
専
門
用
語
も
学
生
に
と
っ
て

わ
か
り
や
す
い
言
葉
を
選
ん
で
、
説
明

さ
れ
る
点
に
あ
り
ま
す
。

経
済
学
の
理
論
的
な
基
礎
部
分
を
押

さ
え
つ
つ
、
今
話
題
の
ト
ピ
ッ
ク
や
ニュ
ー

ス
、
雑
学
的
な
話
も
交
え
た
授
業
は
、

日
頃
か
ら
経
済
に
関
心
を
持
つ
こ
と
の

面
白
さ
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

「
経
済
は
生
活
の
す
べ
て
と
関
わ
っ

て
い
る
も
の
。大
学
で
習
っ
た
こ
と
と
、

自
分
の
暮
ら
し
は
別
、
と
い
う
境
界
は

な
い
。
少
し
で
も
そ
う
意
識
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
橋

本
先
生
。

経
済
学
は
様
々
な
視
点
と
ア
プ
ロ
ー

チ
を
持
つ
学
問
分
野
で
、
多
数
の
理
論

や
方
法
論
が
あ
る
の
が
特
長
で
す
。「
専

門
用
語
を
一
生
覚
え
て
い
る
必
要
は
な

い
で
す
が
、
こ
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
た
ら

こ
ん
な
風
に
見
え
る
。
違
う
メ
ガ
ネ
だ

と
ま
た
違
っ
て
見
え
る
。
見
え
方
が
変

わ
る
と
世
界
が
違
っ
て
見
え
る
と
い

う
、
経
済
学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
身
に
つ

け
て
も
ら
い
た
い
。そ
れ
は
将
来
、き
っ

と
役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
」。

各
自
が
専
門
的
な
研
究
へ
と
進
む
中

で
、
経
済
学
で
身
に
つ
け
た
多
様
な
視

点
が
ヒ
ン
ト
と
な
る
日
が
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

①

② ③ ④
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サークル紹介

年間の活動
  4月　新入生歓迎観望会
  5月　五月祭（プラネタリウム）
  6月　地区集会新歓
  9月　夏合宿、夏季瀬戸内地区集会
11月　常三島祭（プラネタリウム）、科学の祭典
12月　忘年会
  2月　地区集会総会
  3月　春の星まつり（地区集会）

年間の活動
  4月   春季徳島県大会 天皇杯徳島県ラウンド
  5月　春季四国リーグ戦 中四国インカレ
  6月　西日本インカレ
  7月　春季徳島県クラブリーグ
  8月　夏季オープン戦
  9月　天皇杯四国ラウンド
10月　秋季四国リーグ戦
11月　秋季徳島県クラブリーグ 秋季徳島県大会
12月　全日本インカレ
  3月　春季オープン戦

年間の活動
  5～7月　  関西学生
　　　　　 春シーズン戦
  8月　      合宿
  9～12月  関西学生
                秋シーズン戦

年間の活動
  5月　五月祭出展
  6月　子供向けワークショップ
  8月　阿南医療センターでのアート研修
  9月　アート製作研修
11月　アートミーツケア学会
※ほかにも県内医療福祉施設での
アート製作活動を行っています

部活
■ 毎週金曜日 18:00～
■ 場所 ： 通常活動日 部室
   観測 日が沈むころ～　吉野川河川敷、大学の屋上、
  海岸、山頂など
■ X：＠astro_toku2
  Instagram：＠tokushimadaigaku_astro
■ 入部方法 ： 部活見学、観測見学、公式X、
  公式Instagram

部活
■ 水曜日・金曜日 19：00～21：00
  土曜日・日曜日 12：00～15：00　
■ 場所 ： 通常練習日 体育館（常三島キャンパス）
■ Instagram ： ＠tokushima.uni.volley
■ 入部方法 ： 練習体験、練習見学

部活
■ 水曜日、木曜日 18:30～21:00 / 土曜日、日曜日 9:00～12:00
  土・日・祝日に試合
■ 場所 ： 総合グラウンド
■ X：@1_99pirates
  Instagram：@__PIRATESFOOTBALL
  Facebook ： https://www.facebook.com/TokushimaPirates
  ホームページ ： https://piratesoffense.wixsite.com/tokushimapirates
■ 入部方法 ： 練習見学

部活
■ 活動　不定期で月1日程度
  X：@tokudaiHAC
  Instagram：@TOKUDAIHAC
■ 入部方法 ： SNSのDM、もしくは部員に直接ご連絡ください！

部長アピール

部長 中尾 綾花（なかお あやか）

        理工学部 理工学科 2年

アストロラーブは徳島大学公認の天文部です。
部員は現在47名在籍しています。とてもアット
ホームな雰囲気で先輩後輩関係なく仲良くやっ
ています。今年はコロナ禍が収まってきたので、ほ
かの中四国地域の大学との交流や観測会も予
定しており、昨年よりも活動の幅を広げていきま
す。ほとんどの人が初心者ですが、観測会などを
通して少しずつ知識をつけていきます。また、学祭
のプラネタリウムは毎回好評で小さなお子様でも
楽しんでいただけます。気になった方はぜひ見学
に来てください！ いつでも大歓迎です！

部長アピール

部長 蔭山 魁秀（かげやま かいしゅう）

        総合科学部 社会総合科学科 3年

私たち男子バレーボール部は、四国優勝、全国
ベスト32を目標に真剣に活動しています。昨年
は、四国準優勝、全日本インカレ初出場という結
果を残すことができました。
プレーヤー、マネージャー大歓迎です！

主将アピール

主将 北原 冬馬（きたはら とうま）

       理工学部 理工学科 4年

初心者、経験者大歓迎です。徳島大学アメリカン
フットボール部は初心者から始める人がとても多
く、先輩たちが基礎から教えます。基礎的な技術か
ら、戦術まで幅広く学び、チーム一丸となって活動
しています。アメフトは個々の能力だけでなく、チー
ムワークがとても大切です。そしてたくさんの体格
の人が活躍できる数少ないスポーツです。年間を
通して、関西の大学と試合や合宿をしています。
大学生でアメフト、筋トレをしてかっこよくなりませ
んか？選手、マネージャーどちらも大歓迎です。見
学からでもぜひお越しください。

部長アピール

部長 西松 璃玖（にしまつ りく）

        総合科学部 社会総合科学科 4年

私たちは徳島大学病院の職員さん、患者さん
や利用者の方々に心と体の健康、癒しづくり場
をアートの力で届けています。会談アートをはじ
め、病院内に様々なアートを製作中です。美術
の経験がないからどうしよう…などの心配は不
要です！ホスピタルアートに興味関心のある人
は、私たちと一緒に楽しく活動しましょう！

アストロラーブ男子バレーボール部

アメリカンフットボール部ホスピタルアートクラブ

Instagram

Instagram

X Facebook

ホームページ

InstagramX

Instagram

X（旧 Twitter）
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2023年度 徳島大学卒業（修了）生の
就職状況・各種国家試験合格状況

学部卒業者 進学・就職状況

学部卒業者の全国就職率 

98.1%
（うち国公立大学 98.5%）
（2024年4月1日現在 / 5月24日 文部科学省・厚生労働省発表）

2023年度徳島大学学部卒業生の就職率は

99.2%
卒業者数
進学者数
その他 （※1）

就職希望者数
就職者数
就職率

総合科学部 医学部 歯学部 薬学部
医学科 医科栄養学科 保健学科 歯学科 薬学科口腔保健学科 創製薬科学科

163
11
10

142
141

99.3%

122
0

11
111
111

100%

54
30

2
22
22

100%

123
26

5
92
92

100%

42
4
2

36
36

100%

14
2
0

12
12

100%

39
3
2

34
34

100%

34
31

1
2
1

50.0%

各種国家試験等の合格状況 

※現役のみ

大学院修士（博士前期）課程修了者進学・就職状況

大学院博士（博士後期）課程修了者進学・就職状況

国家公務員合格者数 / 地方公務員正規就職者数
※大学院生を含む、国公立病院（医療職）、保健師、公立学校教員を除く

教員免許取得者数 ※大学院生を含む

合格者数（合格率） 合格者数

取得者数（延べ人数）

医師国家試験
歯科医師国家試験
管理栄養士国家試験
看護師国家試験
診療放射線技師国家試験
臨床検査技師国家試験
保健師国家試験
薬剤師国家試験
歯科衛生士国家試験
社会福祉士国家試験
助産師免許国家試験

修了者数
進学者数
その他 （※2）

就職希望者数
就職者数
就職率

修了者数
進学者数
その他 （※4）

就職希望者数
就職者数
就職率

国家公務員総合職
国家公務員一般職
国税専門官他
地方公務員

  5 （理工学部4、生物資源産業学部1）
42 （総合科学部20、理工学部16、生物資源産業学部6）
25 （総合科学部18、理工学部4、生物資源産業学部3）
76 （総合科学部32、医学部7、歯学部2、薬学部6、理工学部26、生物資源産業学部3）

23 （総合科学部6、理工学部17）
49 （総合科学部8、理工学部41）
32 （医学部）

中学校教諭 
高等学校教諭 
養護教諭 

111（91.0％）
  37（88.1％）
  52（96.3％）
  67（97.1％）
  32（88.9％）
  15（93.8％）
  28（100％）
  36（92.3％）
  14（100％）
  13（100％）
    5 （100％）

総合科学教育部（※3） 医学研究科

医学研究科 医科栄養学研究科 保健科学研究科 口腔科学研究科 薬学研究科創成科学研究科 先端技術科学教育部

医科栄養学研究科 保健科学研究科 口腔科学研究科 薬学研究科 先端技術科学教育部（※3）

5
0
2
3
3

100%

23
4
0

19
19

100%

28
1
3

24
24

100%

3
0
2
1
1

100%

34
5
1

28
28

100%

362
11
14

337
336

99.7%

1
0
1
0
0
ー

1
0
1
0
0
－

29
0

25
4
4

100%

4
0
2
2
2

100%

9
0
7
2
2

100%

11
0
3
8
8

100%

14
0
9
5
5

100%

18
0
7

11
10

90.9%

（※1）大学院進学希望のうち未進学者含む

（※3）令和4年学生募集停止  （※4）大学院進学希望のうち未進学者含む

生物資源産業学部

95
41

3
51
50

98.0%

学部卒業生産業別就職先 （医歯薬以外の学部）

主な就職先
●阿波銀行 ●安藤ハザマ ●NHK ●湖池屋 ●大和ハウス工業 
●日亜化学工業 ●ニトリ ●日鉄ケミカル＆マテリアル ●日本ハム 
●ハウス食品 ●フマキラー ●明治安田生命保険 ●徳島県庁 ●大
分県庁 ●東京特別区 ●法務省 ●厚生労働省 ●神戸税関 ●高
松国税局 ●高松地方裁判所 ●公立学校教員（徳島県）  ほか

主な就職先
●SCSK ●STNet ●NTT西日本 ●大塚商会 ●オルビス ●鹿島
建設 ●キヤノンITソリューションズ ●興和 ●サイバーエージェント 
●四国電力 ●JR西日本 ●四国放送 ●清水建設 ●日亜化学工
業 ●古河電気工業 ●本田技研工業 ●マクセル ●三ツ星ベルト 
●ルネサスエレクトロニクス ●徳島県庁 ●香川県庁 ●兵庫県警 
●神戸市役所 ●国土交通省 ●経済産業省 ●公立学校教員（徳
島県、京都府、岐阜県、大阪府ほか）  ほか

主な就職先
●MTG ●大塚製薬 ●大塚製薬工場 ●JR九州 ●千寿製薬 
●第一三共バイオテック ●東ハト ●日鉄ソリューションズ ●日本ハ
ム食品 ●日立造船 ●Meiji Seikaファルマ ●ユニ・チャーム 
●有楽製菓 ●四電工 ●岡山県庁 ●神戸税関 ●高松国税局 ●水
産庁  ほか

理工学部
昼間コース 夜間主コース

500
311

7
182
179

98.4%

42
15
0

27
27

100%

教員を目指す学生の皆さんへ

教員採用試験対策情 報
  8月   教員採用試験に向けての模擬授業対策講座
　　   教員採用試験に向けての個人面接対策講座
11月   教員採用試験 先輩の体験談

【主催】　教職教育センター、キャリア支援室
教員採用試験を控えた3年生はもちろん、教員を目指している1・2年生もぜひ参加してください!

宿泊・飲食サービス 2.1%教育、学習支援業 6.4%

 （2024年5月現在）

（※2） 大学院進学希望のうち未進学者含む

建設業 2.1%

総合
科学部

製造業
8.5%

情報通信業 8.5%

卸売、小売
12.1%

金融、保険業 8.5%

不動産、物品賃貸 1.5%
学術研究、専門・技術サービス 5.7%医療、福祉 8.5%

複合サービス 0.7%

サービス 0.7%

公務
34.0%

農業 0.7%

理工学部

建設業 7.8%

製造業
24.8%

電気・ガス・熱供給・
水道 1.5%

運輸業・郵便業 2.4%
卸売、小売 1.0%

金融、保険業 1.9%

情報通信 
21.8%

不動産、物品賃貸 1.0%

学術研究、
専門・技術サービス 13.1%

教育、学習支援業 4.9%

医療、
福祉・社会保険・介護 0.5%

サービス 2.4%

公務
16.5%

その他 0.4%

建設業 2.0%
農業 2.0%

情報通信業 6.0%
運輸業・郵便業 2.0%

卸売、小売 6.0%

金融、保険業 4.0%

公務
14.0%

その他 2.0%

生物資源
産業学部

製造
48.0%

不動産、物品賃貸 2.0%

学術研究、
専門・技術サービス 
4.0%

宿泊・飲食サービス 2.0%

教育、学習支援業 4.0%

複合サービス 2.0%
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令
和
6
年
度
科
学
技
術
分
野
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰「
科
学
技
術
賞
」

及
び「
若
手
科
学
者
賞
」を
本
学
教
員

が
受
賞
し
ま
し
た

令
和
6
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文

部
科
学
大
臣
表
彰
に
つ
い
て
、
ポ
ス
ト

L
E
D
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究
所
の
安
井

武
史
教
授
が
科
学
技
術
賞
（
研
究
部
門
）

を
、
先
端
酵
素
学
研
究
所
の
小
林
穂
高

准
教
授
が
若
手
科
学
者
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

「
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科
学
大
臣

表
彰
」
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究

開
発
、
理
解
増
進
等
に
お
い
て
顕
著
な

成
果
を
収
め
た
者
に
つ
い
て
、
そ
の
功
績

を
讃
え
る
こ
と
に
よ
り
、
科
学
技
術
に

携
わ
る
者
の
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
も
っ

て
我
が
国
の
科
学
技
術
水
準
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
顕
彰
さ
れ
る

も
の
で
す
。

令
和
5
年
度
教
養
教
育
優
秀
学
生
賞
・

教
養
教
育
賞
・
教
養
教
育
賞
特
別
表
彰

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た

教
養
教
育
優
秀
学
生
賞
は
、
1
年
次

の
教
養
教
育
科
目
の
成
績
優
秀
者
を
表

彰
す
る
も
の
で
、
学
生
の
勉
学
意
欲
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

教
養
教
育
賞
は
、
非
常
勤
講
師
を
含

む
教
養
教
育
科
目
の
授
業
を
担
当
す
る

教
員
を
対
象
に
、
優
れ
た
授
業
を
実
践

し
、
教
育
方
法
及
び
内
容
が
学
生
か
ら

高
く
評
価
さ
れ
た
教
員
を
表
彰
す
る
こ

と
に
よ
り
、
教
養
教
育
の
質
的
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
教
養
教
育
賞
特
別
表
彰
は
、
教
養

教
育
賞
を
5
回
受
賞
し
た
教
員
に
対
し

て
、
そ
の
多
大
な
功
績
を
称
え
て
、
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

令
和
6
年
春
の
生
存
者
叙
勲
を

次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た

瑞
宝
中
綬
章

木
内
陽
介  
元
工
学
部
教
授
、徳
島
大
学
名
誉
教
授

教
育
研
究
功
労

木
内
陽
介
名
誉
教
授
は
、
生
体
医
工

学
分
野
に
お
い
て
、
磁
力
で
義
歯
を
維

持
す
る
デ
バ
イ
ス
で
あ
る
磁
性
ア
タ
ッ
チ

メ
ン
ト
の
開
発
、
在
宅
で
頸
動
脈
血
流

速
度
を
測
定
で
き
る
装
置
の
開
発
な
ど

重
要
な
業
績
を
挙
げ
、
こ
の
分
野
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
中
綬
章

矢
野
米
雄  

元
工
学
部
教
授
、徳
島
大
学
名
誉
教
授

教
育
研
究
功
労

矢
野
米
雄
名
誉
教
授
は
、
教
育
工
学

分
野
に
お
い
て
、
化
学
分
子
模
型
の
パ
ソ

コ
ン
上
で
の
実
現
を
は
じ
め
、
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
相
談
シ
ス
テ
ム
を
研

究
開
発
し
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で

行
え
る
日
本
語
添
削
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開

発
を
行
う
な
ど
重
要
な
業
績
を
挙
げ
、

こ
の
分
野
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

五
十
嵐
義
明   

元
事
務
局
長

文
部
科
学
行
政
事
務
功
労

五
十
嵐
義
明
元
事
務
局
長
は
、
38
年

の
永
き
に
わ
た
って
文
部
科
学
省
、
国
立

大
学
に
お
い
て
、
文
教
行
政
に
携
わ
ら

れ
、
各
機
関
の
円
滑
な
管
理
運
営
や
組

織
の
整
備
・
充
実
を
図
ら
れ
、
も
っ
て
文

部
科
学
行
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
に
お
い
て
は
平
成
20
年
4
月

か
ら
平
成
24
年
3
月
ま
で
事
務
局
長
と

し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

被表彰者一覧は
HPをご覧ください

第
34
回
企
画
展

徳
島
大
学
総
合
科
学
部

創
立
百
五
十
周
年
記
念
展

2
0
2
4
年
7
月
16
日（
火
）～
10
月
27
日（
日
）

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
は
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
の
開
催
を
通
じ
て 

、
広
く
地
域

社
会
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
総
合
科
学
部
は
今
年
、
そ
の
前
身
で
あ
る
徳
島
師
範
期
成
学
校
の
創

設
か
ら
数
え
て
百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
徳
島
師
範
期
成
学
校
は
そ
の
後
改

称
・
再
編
を
重
ね
、
昭
和
24
年
に
は
学
制
改
革
に
よ
り
徳
島
大
学
学
芸
学
部
、
同

41
年
に
教
育
学
部
と
な
り
、
創
設
以
来
、
徳
島
県
に
お
け
る
教
員
養
成
に
尽
力
し

て
き
ま
し
た
。
昭
和
61
年
に
は
、
専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
と
学
際
的
な
視
点
を

兼
ね
備
え
た
人
材
の
養
成
を
目
的
と
す
る
総
合
科
学
部
へ
と
改
組
し
、地
域
社
会
の

課
題
解
決
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、こ
の
百
五
十
年
の
歩
み
に
つ
い
て
貴
重
な
過
去
の
資
料
や
地

図
な
ど
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。
館
内
で
は
懐
か
し
い
映
像
の
ビ
デ
オ
上
映
や
古
写

真
の
パ
ネ
ル
展
示
も
行
い
ま
す
。
7
月
20
日
、
8
月
7
日
、
10
月
19
日
の
午
前
10
〜

11
時
に
は
、
会
場
に
て
展
示
解
説
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
卒
業
生
を
は
じ
め
、
多
く

の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【展示会場】徳島大学ガレリア新蔵展示室
徳島市新蔵町二丁目24番地 日亜会館1階
【開館時間】 9時～17時
【休館日】 8月10日～8月15日
【問い合わせ】徳島大学総務部未来創造課
TEL： 088-656-7646
E-mail ： kohokakari@tokushima-u.ac.jp

―
近
代
徳
島
と
人
材
育
成

昭和40年代の教育学部校舎

徳島師範学校 第1回卒業記念写真


